
令和３年度決算見込みについて
（2021）

資料 １

令和４年度 第１回
全国健康保険協会岐阜支部評議会
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収入は１1兆1,280億円
◆被保険者数や賃金の増加等により、保険料収入が増加。
➢前年度比3,630億円の増加（＋3.4％）

支出は１０兆8,289億円
◆「医療費（加入者1人当たり医療給付費）」の増加により、保険給付費が
増加。
➢前年度比6,822億円の増加（＋6.7％）

収支差は2,991億円
➢前年度比3,192億円の減少

準備金残高は4兆3,094億円
➢保険給付費等に要する費用の5.2ヵ月分に相当
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＜協会会計と国の特別会計との合算ベース＞

２０２１年度決算（見込み）のポイント
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協会けんぽ（医療分）の２０２１年度決算見込み
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決算の推移（２００８年度～）
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＜協会会計と国の特別会計との合算ベース＞
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主要計数の推移（２００８年度～）
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〖ポイント〗
● 被保険者数の伸びは、２０１７年度（９月）をピークに鈍化傾向が続いており、２０２１年度は

＋１．０％となった。（参考資料Ｐ．３・４参照）
● 保険料収入の基礎となる賃金（標準報酬月額）は、２０２０年度、新型コロナの影響による経済

状況の悪化等によって、９月の定時決定後以降の前年同月比の伸びはマイナスで推移し、
２０１９年度と同水準（▲０．０％）となった。２０２１年度は、９月の定時決定以降の前年同月比
の伸びがプラスで推移したため、対前年度比＋０．６％の伸びとなった。（参考資料Ｐ．５参照）

● ２０２０年度の１人当たりの医療給付費の対前年比の伸び率は、新型コロナの影響による加入
者の受診動向等の変化の影響等により、▲３．５％となったが、その反動等により、２０２１年度
の同伸び率は＋８．６％となり、協会発足以来最も高い伸び率となった。（参考資料Ｐ．６参照）
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拠出金等の推移（２００８年度～）
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〖ポイント〗
● ２０２０年度及び２０２１年度は、小幅な増加にとどまっている。これは、人口の年齢構成の影

響により、後期高齢者の人数の伸びが一時的に鈍化したことで、後期高齢者支援金が小幅な
増加にとどまったことが主な要因。

● 今後、特に２０２３年度以降は、団塊の世代が後期高齢者となり始めることにより、後期高齢
者支援金が年々大幅に増加していくと考えられる。（参考資料Ｐ．８参照）



２０２１年度支部別収支（暫定）
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収 入

保険料収入 その他収入

計
一般分

債権回収
以外

債権回収

全 国 計 9,855,345 9,853,918 21,665 9,249 12,416 9,877,010

岐 阜 178,544 178,517 419 170 249 178,963

支 出

医療給付費（調整後）（国庫補助を除く）

現金給付費等
（国庫補助等を除く）

前期高齢者
納付金等

（国庫補助を除く）

業務経費
（国庫補助を除く）

一般管理費
（国庫負担を除く）

その他支出
令和元年度の
収支差の精算

令和元年度のインセンティブ

計
医療給付費（国庫補助を除く）

年齢調整額 所得調整額

加算額 減算額

（A）-（B） 医療給付費 災害特例分(B)
（A）

平成30年度の
協会手当分
（B1）

波及増分
（B2）

5,349,614 5,349,614 5,352,073 690 1,768 - - 485,752 3,509,205 143,142 52,875 37,284 - - 6,764 ▲6,764 9,577,872

96,153 97,681 97,681 114 ▲1,642 8,952 64,673 2,638 974 687 ▲426 127 127 0 173,778

収支差

計 全国平均分 地域差分

全 国 計 299,139 299,139 -

岐 阜 5,184 5,513 ▲329

２０２３（令和５）年度の岐阜支部健康保険料率を
０．０２％引き上げる金額

（２０２１年度実績に基づく参考値）

（百万円）


